
 

 

主催：静岡在来作物研究会 

 

 山形在来作物研究会会長の江頭宏昌先生を

お迎えして、交流会を開催いたします。 

まず県内にどのような在来作物と地域のとりくみがあるかを知っていただくとともに、

全国的に注目されている山形の 10年間のとりくみとご苦労をお話いただきます。 

2 日目は掛川の茶畑の中の在来ニンニクやコンニャクの畑を見学し、横須賀地区に

伝わるえびす講の料理を食べながらとうもんの里で、作物をとりまく風景に思いを馳せ

ます。 

 

  11月 2日（日） 

   13時 静岡大学地域フィールド科学教育研究センター（藤枝農場）受付 

       在来の「金太餅」による餅つきと試食 

   14時 江頭宏昌先生講演会 仮）山形在来作物研究会のあゆみ 

   15時 在来作物のとりくみとご紹介 

   17時 懇親会   

宿泊先：静岡大学地域フィールド科学教育研究センター 

 

  11月 3日（月） 

    9時 農場出発 

   10時 掛川・茶畑の中にひっそり佇む在来畑を見学 

   12時 とうもんの里（昼食：えびす講定食） 

   13時 「作物をとりまく風景」 コメンテーター：江頭宏昌先生 

   14時半 解散 （掛川駅：15時予定） 

     

 

 一部参加も可能。ご宿泊の有無と合わせて、9月末ま

でに下記までお申込みください。 

 

静岡在来作物研究会  

代表：富田涼都（静岡大学大学院）   

TEL/FAX: 054-238-4843 

                  メール：shizuokazairai@gmail.com  

 

この交流セミナーは掛川市のご協力と公益財団法人トヨタ財団の支援を受けております。 


